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青森ねぶ た 祭 り に 参 加 し ま し た 。 

 

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ

た
方
々
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い

復
興
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
の
震
災
後
、
自
衛
隊
は
被
災
地
に

対
し
て
大
規
模
震
災
災
害
派
遣
を
行
い
、

８
月
末
を
も
っ
て
同
派
遣
を
終
了
し
ま
し

た
が
、
現
在
も
福
島
県
に
お
い
て
除
染
支

援
活
動
を
継
続
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
な
お
、
青
森
県
内
に
所
在
す
る
陸
海

空
各
自
衛
隊
の
部
隊
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
間
、
被
災
者
の
捜
索
救
助
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
、
応
急
復
旧
支
援
の

ほ
か
、
輸
送
・
給
食
・
給
水
・
入
浴
等
の

支
援
、
慰
問
演
奏
と
い
っ
た
様
々
な
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、
青
森
県
内
に
お
い
て

も
発
災
後
し
ば
ら
く
の
間
、
瓦
礫
除
去
、

給
食
・
入
浴
支
援
等
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。 

 

青
森
地
方
協
力
本
部
に
つ
き
ま
し
て

も
、
発
災
当
初
、
各
自
治
体
と
の
連
絡
・

調
整
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
即
応
予
備
自

衛
官
・
予
備
自
衛
官
の
招
集
に
係
る
業
務

を
行
い
、
自
衛
隊
の
円
滑
な
活
動
に
寄
与

す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
募
集
・
援
護
と
い
っ
た

恒
常
的
な
業
務
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も

に
、
被
災
地
に
お
け
る
自
衛
隊
の
活
動
状
況

を
県
内
各
地
で
パ
ネ
ル
展
示
す
る
等
、
県
民

の
方
々
に
自
衛
隊
の
活
動
を
お
伝
え
す
る
こ

と
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
更
に
、
私
以

下
の
部
員
が
被
災
地
の
岩
手
県
陸
前
高
田
市

に
赴
き
、
現
地
の
被
害
状
況
と
青
森
県
か
ら

派
遣
さ
れ
て
い
る
部
隊
の
活
動
状
況
を
確
認

し
、
各
種
業
務
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
業
務
を
通
じ
て
、
私
ど
も
に
対

し
県
民
の
方
々
か
ら
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す

る
感
謝
、
激
励
を
頂
く
機
会
が
数
多
く
あ

り
、
自
衛
隊
が
多
く
の
方
々
か
ら
多
大
な
支

持
を
頂
い
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
地
方
協
力
本

部
を
含
め
た
自
衛
隊
の
活
動
が
実
施
で
き
た

の
も
、
平
素
か
ら
自
治
体
や
協
力
団
体
、
各

企
業
等
、
様
々
な
方
面
の
方
々
の
ご
理
解
、

ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
の
認
識
を
あ

ら
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
係
す

る
皆
様
に
対
し
て
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
夏
、
青
森
県
で
は
様
々
な
祭

り
が
例
年
通
り
各
地
で
行
わ
れ
、
県
内
は
活

気
に
溢
れ
ま
し
た
。
す
で
に
青
森
県
は
実
り

の
秋
へ
と
季
節
を
移
し
て
い
ま
す
が
、
青
森

地
方
協
力
本
部
の
業
務
も
実
り
多
い
も
の
に

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
い
か
な
る
時
代
に
あ
っ
て
も
「
組
織
の

基
本
は
人
」
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
自
衛

隊
の
主
力
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
自
衛
官
を

募
集
し
、
自
衛
官
の
再
就
職
を
支
援
す
る
こ

と
と
、
自
衛
隊
の
諸
活
動
の
円
滑
な
実
施
に

寄
与
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
青
森
県
民
、
自

衛
隊
間
の
相
互
理
解
の
た
め
の
懸
け
橋
と
な

る
こ
と
が
、
我
々
の
大
き
な
役
割
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の

下
、
部
員
一
同
、
『
誠
意
』
と
『
熱
意
』
を

合
言
葉
に
、
部
内
外
の
方
々
と
の
『
連
携
』

を
緊
密
に
し
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

８
月
29
日
（
月
）
、
「
被
災
小

学
校
に
対
し
て
の
艦
内
特
別

公
開
」を
支
援
し
た
。 

 

こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
で

津
波
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
八
戸
市
内
に
所
在
す
る

多
賀
小
学
校
の
児
童
や
教
職

員
等
約
１
３
０
名
を
同
艦
へ
招

待
し
、
艦
内
見
学
を
通
し
て
、

復
興
に
向
け
元
気
に
な
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
南
極
観
測

等
に
お
け
る
関
心
を
高
め
、

豊
か
な
情
操
を
養
う
一
環
と

し
て
行
っ
た
も
の
。 

 

児
童
ら
は
、
広
い
艦
橋
や
甲

板
等
を
見
学
し
た
ほ
か
、
南

極
の
氷
を
実
際
に
触
れ
て
感

触
を
確
か
め
る
な
ど
し
て
楽

し
ん
だ
。 

 

同
校
３
年
・
鈴
木
こ
う
き
君

は
「
し
ら
せ
が
大
き
く
て
驚
い

た
。
中
も
広
く
て
ず
っ
と
住
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
」
、
同
校

３
年
・
木
村
謙
秀
君
は
「
南
極

の
氷
は
冷
た
か
っ
た
。
か
き
氷

に
し
て
食
べ
て
み
た
い
。
」
と
そ

れ
ぞ
れ
感
想
を
語
っ
て
く
れ

た
。  

【全校児童による記念撮影】 【インタビューに応じてくれた児童達】 

 

８
月
27
・
28
日
の
両
日
、
八
戸
港
に
お
い
て
、
二

代
目
砕
氷
艦
「
し
ら
せ
」
に
よ
る
艦
艇
広
報
を
実

施
し
た
。
同
艦
が
八
戸
市
に
入
港
す
る
の
は
今
回

が
初
め
て
で
、
期
間
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大

勢
の
親
子
連
れ
や
学
生
な
ど
約
８
，
３
０
０
名
が

来
場
し
、
賑
わ
い
を
見
せ
た
。 

 

一
般
公
開
は
、
事
前
に
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
受
付
開
始
時
刻
前
か
ら
長
蛇
の

列
が
で
き
た
。
見
学
者
は
、
広
い
艦
橋
を
は
じ
め
、

航
空
機
２
機
を
搭
載
可
能
な
格
納
庫
、
南
極
観

測
隊
の
寝
室
等
を
熱
心
に
見
学
し
た
ほ
か
、
甲
板

に
お
い
て
設
け
ら
れ
た
「
南
極
の
氷
体
験
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
実
際
に
氷
に
触
れ
て
感
触
を
確
か
め

る
な
ど
し
て
楽
し
ん
だ
。 

 

八
戸
地
域
事
務
所
で
は
、
岸
壁
に
お
い
て
「
自
衛

官
募
集
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
訪
れ
た
募
集
対
象

者
や
そ
の
家
族
に
対
し
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
の
概
要

及
び
自
衛
官
募
集
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
を

行
っ
た
ほ
か
、
自
衛
官
任
用
制
度
や
募
集
種
目
に

つ
い
て
分
か
り
易
く
説
明
し
た
。 

 

ま
た
八
戸
に
駐
屯
す
る
各
部
隊
の
支
援
を
受

け
、
対
戦
車
ヘ
リ
「Ａ
Ｈ-

１
Ｓ
」、
災
害
派
遣
で
活
躍

し
た
「
81
式
自
走
架
柱
橋
」
等
の
多
数
の
装
備
品

展
示
も
併
せ
て
行
っ
た
ほ
か
、
「
八
戸
陣
太
鼓
」
の

演
奏
披
露
を
行
う
な
ど
各
コ
ー
ナ
ー
と
も
終
日

賑
わ
い
を
見
せ
、
艦
艇
広
報
に
花
を
添
え
た
。 



 

８
月
20
日
（
土
）
、

航
空
自
衛
隊
車
力
分
屯
基

地
に
お
い
て
、
三
沢
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
空
輸
隊
の
支
援

を
得
て
、
Ｃ
Ｈ
―
47
Ｊ

に
よ
る
体
験
搭
乗
を
実
施

し
た
。 

 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
津
軽
地
区
の
募
集
対

象
者
及
び
募
集
・
援
護
協

力
者
等
計
90
名
が
３
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ヘ
リ

に
搭
乗
し
、
津
軽
平
野
及

び
五
所
川
原
市
街
地
周
辺

を
巡
る
約
20
分
間
の
フ
ラ
イ
ト
を
楽
し
ん
だ
。 

 

搭
乗
後
、
五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
三
年
生 

加

藤
あ
ゆ
さ
ん
は
、
「
生
ま
れ
育
っ
た
町
並
み
を
、
上

空
か
ら
見
ら
れ
る
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。｣

と
い
っ
た
感

謝
の
声
や
、
同
校
三
年
生 

三
橋
安
梨
さ
ん
は
、

「
今
回
の
フ
ラ
イ
ト
で
よ
り
一
層
航
空
自
衛
隊
入
隊

へ
の
意
欲
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
」
と
受
験
に
対
す

る
決
意
を
語
っ
て
く
れ
た
。 

（３）  平成２３年９月２０日                             青森地本だより                                         第１９号 

 
６
月
３
日
（
金
）
、
青
森
駐
屯
地
に
お

い
て
、
今
年
度
新
た
に
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
リ

ク
ル
ー
タ
に
指
定
さ
れ
た
隊
員
に
対
し
、
「
平
成

23
年
度
東
北
方
面
隊
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
リ
ク
ル
ー

タ
指
定
書
」
を
伝
達
し
た
。 

 

今
回
、
新
た
に
指
定
さ
れ
た
第
９
師
団
第
５
普

通
科
連
隊
に
所
属
す
る
５
名
の
隊
員(

大
髙
士

長
、
川
村
士
長
、
藤
田
士
長
、
小
野
寺
１
士
、
小

山
内
１
士)

は
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
母
校
を
訪
問

し
て
、
後
輩
の
進
路
相
談
を
は
じ
め
、
自
身
の
経

験
を
交
え
て
自
衛
隊
で
働
く
こ
と
の
魅
力
等
に
つ

い
て
説
明
し
、
広
報
活
動
を
行
う
。 

 

伝
達
後
、
増
田
本
部
長
が
「
自
衛
隊
は
毎
年
新

た
な
仲
間
を
後
輩
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。
皆

さ
ん
が
そ
の
後
輩
と
直
接
接
し
、
想
い
を
伝
え
る

こ
と
で
、
後
輩
が
志
を
高
く
持
ち
、
我
々
の
組
織

に
加
わ
っ
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
情

熱
を
も
っ
て
、
今
後
の
活
動
に
邁
進
し
て
ほ
し

い
。
」
と
激
励
し
た
。 

 

７
月
12
日
（
火
）
、
む
つ
市
大
畑
町
の
青
森
県
立
田
名
部
高
等

学
校
大
畑
校
舎
に
お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊(

隊
長 

樋

口
好
雄 

３
等
海
佐)

に
よ
る
「
音
楽
鑑
賞
会
」
を
支
援
し
た
。 

 

当
日
は
、
同
校
生
徒

を
は
じ
め
、
近
隣
地
区

の
高
校
生
や
中
学
生
の
ほ
か
、
保
護
者
等

約
３
５
０
名
が
参
加
し
た
。 

 

鑑
賞
会
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１

部
は
「
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
」

や
「
楽
器
紹
介
」
な
ど
学
校
側
の
リ
ク
エ

ス
ト
を
中
心
に
、
第
２
部
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
、
軽
音
楽
、
ポ
ッ
プ
ス
等
音
楽
隊
が
セ

レ
ク
ト
し
た
楽
曲
を
中
心
に
演
奏
が
披
露

さ
れ
た
。 

 

鑑
賞
会
は
曲
が
進
む
に
つ
れ
熱
を
帯

び
、
第
２
部
の
ポ
ッ
プ
ス
の
演
奏
披
露
で

は
、
手
拍
子
が
起
こ
る
な
ど
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。
最
後
に
、
音
楽
隊
と

同
校
及
び
大
畑
中
学
校
の
合
同
演
奏
が
実

施
さ
れ
、
約
１
時
間
の
音
楽
鑑
賞
会
は
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。 

 

６
月
〜
８
月
の
間
、
県
内
の

予
備
自
衛
官
・
即
応
予
備
自
衛

官
雇
用
企
業
計
58
社
を
表
敬
訪

問
し
た
。 
 

こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
予
備
自
衛
官
・
即
応
予
備

自
衛
官
の
災
害
派
遣
が
終
了
し

た
こ
と
に
伴
い
、
被
災
地
で
の

隊
員
の
活
動
状
況
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
各
雇
用
企
業
に
対

し
、
こ
の
度
の
出
頭
協
力
へ
の

御
礼
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

中
で
も
、
県
内
で
最
多
と
な

る
７
名
の
隊
員
を
被
災
地
へ
送

り
出
し
た
「
弘
南
バ
ス
株
式
会

社
」
で
は
、
人
事
部
長
か
ら
職

場
復
帰
後
の
元
気
な
各
隊
員
の

様
子
を
伺
っ
た
ほ
か
、
今
後
の

予
備
自
衛
官
・
即
応
予
自
衛
官

の
年
間
訓
練
予
定
等
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。 

 

地
本
部
長
は
「
未
曾
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
た
今
回
の
震
災

に
お
い
て
、
予
備
自
衛
官
・
即

応
予
備
自
衛
官
が
果
た
し
た
役

割
は
大
き
い
。
そ
れ
も
企
業
の

皆
様
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ

て
こ
そ
成
さ
れ
た
も
の
で
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
今
後
も
引
き
続
き
の
御
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。
」
と
述

べ
た
。 

 

７
月
６
日
（
水
）
、
青
森
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
平
成
23
年
度
青
森
地
区
自
衛

隊
退
職
者
雇
用
協
議
会
総
会
」

に
お
い
て
、
企
業
経
営
者
な
ど

会
員
58
名
に
対
し
「
空
か
ら
見
た
日
本
の
防
衛
」

と
題
す
る
防
衛
講
話
を
実
施
し
た
。 

 

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
青
森
県
所
在
の
陸･

海･

空
の
各
部
隊
の
活
動
を
紹
介
し
た
後
、
航
空

自
衛
隊
の
任
務
や
保
有
す
る
戦
力
状
況
を
は
じ

め
、
我
が
国
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
等
に
つ
い

て
、
映
像
や
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
分
か
り
易
く
説

明
し
た
。 

 

中
で
も
「
緊
急
発
進
の
現
状
」
や
「
空
自
が
保

有
す
る
戦
闘
機
の
変
遷
」
等
の
講
話
に
、
会
員
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。 

 

約
１
時
間
の
講
話
の
最
後
に
「
我
々
自
衛
隊

は
、
今
回
の
震
災
対
応
と
平
行
し
な
が
ら
、
国
土

防
衛
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
引
き

続
き
の
ご
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
た
い
。
」
と
締

め
く
く
っ
た
。 



第１９号                                                青森地本だより                               平成２３年９月２０日 （２） 

 

８
月
５
日
〜
７
日
の
間
、
青
森
港
に

お
い
て
護
衛
艦
「
た
か
な
み
」
、
「
お

お
な
み
」
に
よ
る
艦
艇
広
報
を
実
施
し

た
。
期
間
中
は
、
〝
青
森
ね
ぶ
た
ま
つ

り
〞
が
開
催
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
県

内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。 

 

艦
内
公
開
で
は
、
８
７
７
名
が
乗
艦

し
乗
員
か
ら
各
種
武
器
や
対
空
レ
ー

ダ
ー
等
の
説
明
を
受
け
つ
つ
見
学
し
、

艦
内
に
設
け
ら
れ
た
制
服
試
着
コ
ー

ナ
ー
で
は
多
く
の
方
が
記
念
撮
影
し
て

い
た
。
ま
た
体
験
航
海
で
は
、
両
艦
併

せ
て
１
，
１
４
４
名
が
晴
天
の
陸
奥
湾

ク
ル
ー
ズ
を
満
喫
し
た
。 

 

期
間
中
、
青
森
募
集
案
内
所
は
、

「
自
衛
官
募
集
コ
ー
ナ
ー
」
「
隊
員
か

ら
母
校
の
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
集
」

等
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
募
集
対
象
者

や
そ
の
家
族
に
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施

し
、
募
集
基
盤
の
拡
充
を
図
っ
た
ほ

か
、
「
ぬ
り
絵
コ
ー
ナ
ー
」
「
ペ
ン
シ

ル
バ
ル
ー
ン
コ
ー
ナ
ー
」
等
で
は
子
供

連
れ
の
家
族
で
賑
わ
い
地
域
住
民
と
の

交
流
を
深
め
た
。 

 

７
月
16
〜
18
日
の
間
、
八
戸
港
に
お
い
て
、
イ
ー
ジ
ス

艦
「
あ
た
ご
」
、
護
衛
艦
「
ま
き
な
み
」
、
「
せ
と
ぎ

り
」
に
よ
る
艦
艇
広
報
を
実
施
し
た
。
期
間
中
は
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
市
民
を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
若

者
や
家
族
連
れ
が
訪
れ
賑
わ
い
を
見
せ
た
。 

 

艦
内
公
開
で
は
、
期
間
中
延
べ
２
，
５
０
２
名
が
乗
艦

し
、
各
艦
の
広
い
甲
板
や
砲
台
、
対
空
レ
ー
ダ
ー
等
を
見

学
し
た
ほ
か
、
隊
員
と
と
も
に
敬
礼
の
ポ
ー
ズ
で
記
念
撮

影
を
す
る
家
族
連
れ
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
た
「
あ

た
ご
」
及
び｢

せ
と
ぎ
り｣

に
よ
る
体
験
航
海
で
は
、
両
艦

併
せ
て
１
，
１
７
２
名
が
乗
艦
し
、
八
戸
湾
ク
ル
ー
ズ
を

楽
し
ん
だ
。 

 

八
戸
地
域
事
務
所
で
は
、
岸
壁
に
「
自
衛
官
募
集
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
け
、
訪
れ
た
募
集
対
象
者
や
そ
の
家
族
に
対

し
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
の
概
要
及
び
自
衛
官
募
集
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
を
行
っ
た
ほ
か
、
自
衛
官
任
用
制
度

や
募
集
種
目
に
つ
い
て
分
か
り
易
く
説
明
し
た
。 

 

そ
の
他
に
も
、
東
日
本
大
震
災
で
の
自
衛
隊
の
活
動
を

紹
介
す
る
「
災
害
派
遣
活
動
パ
ネ
ル
展
示
」
を
は
じ
め
、

地
本
ゆ
る
キ
ャ
ラ
や
装
備
品
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ぬ
り
絵

コ
ー
ナ
ー
」
、
「
制
服
試
着
」
、
「
ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン

コ
ー
ナ
ー
」
等
、
多
彩
な
催
し
を
通
し
て
自
衛
隊
に
対
す

る
興
味
や
関
心
の
高
揚
を
図
っ
た
。 

 

７
月
14
・
15
日
の
両
日
、
鰺
ヶ
沢
町
七
里
長
浜
港
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
「
陸
上
・
海
上
自
衛
隊
合
同
催
事
」
（
鰺
ヶ
沢

町
主
催
）
に
お
い
て
、
広
報
ブ
ー
ス
を
設
け
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。 14

日
は
、
海
自
大
湊
地
方
隊
ミ
サ
イ
ル
艇
「
わ
か
た
か
」

の
入
港
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
後
、
同
町
の

幼
稚
園
児
及
び
小
学
生
な
ど
約
１
０
０
名
に
対
し
て
、
同
艦
の

「
特
別
艦
内
公
開
」
が
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
陸
自
第
39
普

通
科
連
隊
の
支
援
を
受
け
「
装
備
品
展
示
」
が
実
施
さ
れ
た
。

児
童
達
は
、
隊
員
か
ら
装
備
品
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
ほ

か
、
敬
礼
の
ポ
ー
ズ
で
記
念
撮
影
す
る
等
、
会
場
は
大
き
な
賑

わ
い
を
見
せ
た
。 

15
日
は
、
道
の
駅
「
わ
ん
ど
」
に
お
い
て
陸
自
第
９
音
楽

隊
に
よ
る
「
音
楽
演
奏
会
」
が
実
施
さ
れ
、
音
楽
隊
の
勇
壮
・

華
麗
な
演
奏
に
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。 

両
日
と
も
に
、
時
折
雨
が
パ
ラ
つ
く
あ
い
に
く
の
天
候
で

あ
っ
た
が
、
会
場
に
は
多
く
の
家
族
連
れ
や
学
生
等
が
訪
れ
賑

わ
い
を
見
せ
た
。 

 

ま
た
五
所
川
原
及
び
弘
前
地
域
事
務
所
は
合
同
で
、
「
自
衛

官
募
集
コ
ー
ナ
ー
」
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
「
災
害
派
遣

活
動
パ
ネ
ル
展
示
」
等
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
自
衛
隊
の
活
動

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
募
集
基
盤
の
拡
充
を
図
っ
た
。  
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○現 職 

○階 級 

○氏 名 

○前部隊 

○座右の銘 

青森地区援護センター総括幹部 

１等陸尉 
恩田 善徳 
第１４特科隊 
温故知新 

 

８
月
１
日
付
で
青
森
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー
総

括
幹
部
と
し
て
着
任
し
た
恩
田
１
尉
で
す
。 

 

前
職
は
第
14
特
科
隊
で
総
務
・
人
事
を
担

当
し
て
お
り
ま
し
た
。
出
身
は
愛
知
県
で
す
。 

 

青
森
県
で
の
勤
務
は
２
回
目
で
、
八
戸
で
勤

務
し
て
い
た
事
が
あ
り
、
約
７
年
ぶ
り
の
青
森

県
で
の
勤
務
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
家
族
と
も

ど
も
喜
ん
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

地
本
勤
務
は
初
め
て
で
す
が
、
本
部
長
要
望

事
項
「
誠
意
と
熱
意
」
「
連
携
」
を
図
る
た

め
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
は
な
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
組

織
力
を
発
揮
す
る
た
め
、
信
頼
を
得
る
業
務
の

遂
行
を
心
が
け
青
森
地
方
協
力
本
部
の
任
務
達

成
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
を
継
続

し
ま
す
の
で
ご
指
導
・
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

三沢募集案内所長 
１等空尉 
金内 辰也 
補給本部 
質素倹約 

 

８
月
１
日
付
で
補
給
本
部
か
ら
三
沢
募
集

案
内
所
長
と
し
て
着
任
し
た
金
内
（
こ
ん
な

い
）
１
尉
で
す
。 

 

出
身
は
東
京
都
、
防
大
を
卒
業
後
、
空
幹

候
校
、
小
牧
の
第
１
輸
送
航
空
隊
、
十
条
の

補
給
本
部
を
経
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。 

 
今
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の
災
害
派
遣

に
お
い
て
自
衛
隊
の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
募
集
環
境
は
決

し
て
楽
観
視
で
き
る
状
況
で
は
な
く
、
ま
た

少
子
化
の
波
も
受
け
て
、
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
し
っ
か
り
と
し
た
募

集
基
盤
を
築
く
た
め
に
は
、
地
域
の
協
力
者

の
方
々
の
支
援
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。
事
務
所
の
５
名
の
広
報
官
と
と
も
に
協

力
者
の
方
々
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
つ

つ
、
更
な
る
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
５
年
10

年
後
に
も
繋
が
る
募
集
基
盤
を
築
い
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

三
沢
の
所
長
と
し
て
は
歴
代
１
位
の
若
輩

で
は
あ
り
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
を
も
っ
て
職

務
に
励
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指

導
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

５
月
12
日
（
木
）
、
地
本
本
部
に
お
い
て
、
防

衛
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
状
伝
達
式
を
実
施
し
た
。 

 

こ
れ
は
防
衛
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、
今
後
、
部
隊

見
学
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し
て
、
我
が
国
の

防
衛
施
策
及
び
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
活
動
に
対

し
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
今

年
度
、
青
森
県
か
ら
新
た
に
任
命
さ
れ
た
会
社
員

の
島
田
幸
子
さ
ん
と
大
学
生
の
川
崎
莉
歩
さ
ん
の

２
名
に
対
し
、
本
部
長
か
ら
委
嘱
状
及
び
証
明
書

が
伝
達
さ
れ
た
。 

 

式
典
後
、
島
田
さ
ん
は
「
今
後
、
自
衛
隊
へ
の

理
解
を
よ
り
一
層
深
め
、
定
期
的
に
モ
ニ
タ
ー
報

告
を
し
て
い
き
た
い
。
」 

 

川
崎
さ
ん
は
「
こ
の
４
月
か
ら
弟
が
自
衛
隊
に

入
隊
し
た
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
感
心
が
あ
り
ま

し
た
。
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
部
隊
の

実
状
を
学
ん
で
い
き
た
い
。
中
で
も
体
験
搭
乗
が

楽
し
み
で
す
。
」
と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
た
。 

 

７
月
１
日
～
８
月
31
日
ま
で
の
２
ヵ
月
間
、
電
光
掲

示
板
を
活
用
し
た
募
集
広
報
を
実
施
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
官
庁
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
拠
点
で
あ
る
青

森
市
の
国
道
柳
町
交
差
点
に
お
い
て
、
電
光
掲
示
板

サ
ー
ビ
ス
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
ン
」
を
活
用
し
、
自
衛

官
募
集
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
放
映
し
た
も
の
で
、
「
平
和

を
、
仕
事
に
す
る
。
自
衛
官
募
集 

自
衛
隊
青
森
地

方
協
力
本
部
」
と
い
う
内
容
で
、
通
行
人
を
は
じ
め
、

信
号
待
ち
の
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
多
く
の
市
民
の
目
を

惹
き
つ
け
毎
日
朝
７
時
30
分
か
ら
夜
９
時
30
分
ま

で
、
計
１
６
８
回
繰
り
返
し
放
映
さ
れ
た
。 

 

同
企
画
を
立
案
し
た
企
画
班
長(

伊
藤
１
尉)

は｢

同

電
光
掲
示
板
は
、
県
内
で
最
も
流
動
人
口
の
多
い
場

所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
地
域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
と
も
に
、
高
い
広
告
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。
ま
た
先
月
開
催
さ
れ
た
ね
ぶ
た
祭
り

に
お
い
て
は
、
県
内
外
の
観
光
客
に
向
け
て
広
く
Ｐ
Ｒ

で
き
た
。
」と
し
て
い
る
。 

募集課長 
２等陸佐 
髙橋 道 

第６特科連隊第１大隊長 

勇猛精進 

 

こ
の
度
の
異
動
で
募
集
課
長
を
拝
命
し
た
髙

橋
２
佐
で
す
。
募
集
業
務
に
関
し
て
は
静
岡
地

連
以
来
約
10
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。 

 

前
職
で
は
東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
宮
城
・

福
島
の
派
遣
を
通
じ
厳
し
い
環
境
の
中
、
不
眠

不
休
で
黙
々
と
活
動
す
る
隊
員
の
姿
を
見
て
あ

ら
た
め
て
組
織
・
隊
員
の
素
晴
し
さ
を
肌
で
感

じ
ま
し
た
。 

 

こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
国
の
危
機
的
状
況
の

中
で
真
に
役
立
つ
隊
員
を
募
集
す
る
た
め
、
誠

意
と
熱
意
を
持
っ
て
募
集
業
務
を
実
施
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御
指
導
・

御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

援護課即応予備自衛官係 

陸曹長 
伊藤 玉明 

第９師団司令部付隊 
継続は力なり 

総務課車両管理係 
２等陸曹 
三上 幸直 

五所川原地域事務所広報官 

自然体 

委嘱状伝達式 

本部長との懇談 

ねぶたとともに自衛隊をＰＲ  柳町交差点は人や車の往来が多くＰＲには最適  

募集課採用係 
陸曹長 
佐藤 徳和 

第９師団司令部付隊 
当下一念 

五所川原地域事務所広報官 

２等空曹 
松山 繁 
第４２警戒群 
雲外蒼天 

総務課広報係 

２等陸曹 

中野渡 茂治 
第９師団司令部付隊 

臨機応変 

総務課管理班長 
陸曹長 
葛西 恵介 

第９師団司令部付隊 
日々勉強 

五所川原地域事務所副所長 

１等陸曹 
川村 義続 
募集課採用係 
成せば成る！ 

総務課総務係 

２等陸曹 

大橋 義弘 

第５普通科連隊 

日々前進 

総務課総務係 

２等陸曹 

大屋 智子 
第９師団司令部付隊 
健康第一 

募集課企画係 

３等陸曹 

嶋守 三智子 

第９高射特科大隊 

一所懸命 

八戸地区援護センター援護係 

吉田 厚史 
継続は力なり 


